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は
じ
め
に

当
協
会
設
立
以
来
77
年
、
世
界
に
類
を
見

な
い
日
本
刀
文
化
の
普
及
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
に
公
開
承
認
施

設
に
承
認
さ
れ
、
今
後
共
一
層
日
本
刀
文
化

発
信
の
拠
点
と
し
て
、
刀
剣
類
の
保
存
及
び

普
及
振
興
に
寄
与
す
べ
く
、
博
物
館
事
業
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
普
及
振
興
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
．
公
益
目
的
事
業〈
伝
統
文
化
保
存
事
業
〉

（
１
）
博
物
館
事
業

①
展
示
活
動

刀
剣
博
物
館
を
運
営
し
、
今
年
度
は
下
表

の
と
お
り
展
示
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

刀
剣
類
の
入
門
や
研
究
に
適
し
た
書
籍
、
手

入
れ
用
具
、
刀
袋
、
袱
紗
等
の
関
連
商
品
を

販
売
し
て
来
館
者
の
利
便
に
供
し
ま
す
。
随

時
学
芸
員
に
よ
る
解
説
も
行
い
、
知
識
の
普

及
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
前
事
業
年
度
（
令

和
６
年
度
）
は
、
来
館
者
が
１
日
に
500
人
を

超
え
る
日
も
あ
る
な
ど
多
く
の
お
客
様
に
ご

来
館
い
た
だ
き
、
今
後
も
集
客
力
の
あ
る
展

示
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

開
館
時
間
　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
　
　
　
　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
　
　�

月
曜
日（
祝
日
は
開
館
、
翌
平

日
休
館
）及
び
年
末
年
始

入
館
料
　
　
一
般
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
協
会
会
員
　
　
　
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
学
生
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　
特
別
展
は
別
途
料
金
を
設
定

②
鑑
賞
会
事
業

８
月
と
12
月
を
除
く
毎
月
第
２
土
曜
日
刀

剣
・
刀
装
具
類
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
、
広
く

参
加
を
募
り
、
実
際
に
手
に
と
っ
て
鑑
賞
し

て
も
ら
い
、
講
師
が
鑑
賞
指
導
を
行
い
能
力

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
同
日
の
午

前
に
３
回
、
刀
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
鑑
賞

し
た
経
験
の
な
い
初
心
者
を
対
象
と
し
た「
日

本
刀
鑑
賞
マ
ナ
ー
講
座
」
を
開
催
、
刀
剣
に

興
味
を
持
っ
た
方
に
鑑
賞
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
正
し
く
鑑
賞
す
る
こ

と
で
日
本
刀
は
怖
い
も
の
で
は
な
く
文
化
財

で
あ
り
、
優
れ
た
芸
術
品
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
い
、
初
心
者
が
鑑
賞
会
に
参
加

し
や
す
い
態
勢
に
い
た
し
ま
す
。

③
発
表
会
事
業

二
〇
二
五
年
度
現
代
刀
職
展
は
、
各
分
野

の
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
と
し
て
行
な
い
、
そ
の

結
果
の
発
表
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、

伝
統
技
法
を
駆
使
し
た
、
現
代
作
家
の
優
秀

さ
を
広
く
社
会
に
周
知
し
、
伝
統
技
術
の
保

存
向
上
を
図
り
ま
す
。

会
期
　
８
月
２
日
～
10
月
13
日

会
場
　
刀
剣
博
物
館

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

　
令
和
７
（
二
〇
二
五
）
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

会　　　期 名　　　　　称

2025年４月１日～５月11日� ※1 水心子正秀　没後二〇〇年記念　江戸三作
〈正秀・直胤・清麿〉展

2025年５月24日～７月21日 日本刀　美の表現と薩摩金工の精髄

2025年８月２日～10月23日 2025年度現代刀職展　今に伝わるいにしえの技

2025年10月25日～12月21日 受贈記念「受け継がれる日本刀」
～鈴木莊一コレクションを中心にして～

2026年１月10日～３月１日 第71回重要刀剣等新指定展

2026年３月14日～３月31日� ※2 日本刀　重要美術品展（仮称）

※1　会期は2025年３月８日～５月11日��　※2　会期は2025年３月14日～５月17日
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展
示
内
容
　�

現
代
刀
職
展
の
出
品
作
品
及
び

無
鑑
査
認
定
者
の
作
品
展
示

④
古
伝
書
等
の
公
開
事
業

資
料
室
に
お
い
て
所
蔵
す
る
古
伝
書
等
刀

剣
に
関
す
る
資
料
を
管
理
し
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
一
般
に
閲
覧（
無
料
）、
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス（
有
料
）を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
資
料
室
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

⑤
刀
剣
相
談
事
業

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
、
刀
剣
、
刀
装
、

刀
装
具
の
手
入
れ
方
法
や
扱
い
方
法
、
保
存

方
法
等
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
に
よ
る
所
轄
警
察
署
へ
の
届
け

出
等
、
関
係
法
令
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
登
録
申
請
に
つ

い
て
の
相
談
も
受
け
、
各
都
道
府
県
の
登
録

業
務
に
協
力
し
ま
す
。
ま
た
、要
望
に
よ
り
、

刀
剣
類
、
文
献
、
甲
冑
等
の
寄
贈
及
び
寄
託

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

⑥
広
報
誌
の
発
行
事
業

広
報
誌
『
刀
剣
美
術
』
を
今
年
度
は
819
号

か
ら
830
号
ま
で
を
毎
月
発
行
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
に
よ
る
編
集
会
議
を
毎
月
開
催
し

て
掲
載
内
容
を
検
討
、
決
定
し
、
当
協
会
の

情
報
発
信
と
し
て
、
ま
た
刀
剣
類
の
普
及
、

知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
研
究
者
、
刀

職
、
愛
刀
家
の
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
活

用
い
た
し
ま
す
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
協
会
の
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
海
外
へ
の
普
及
の

た
め
に
広
報
誌
の
内
容
を
一
部
英
訳
し
て
掲

載
し
ま
す
。
さ
ら
に
刀
剣
類
の
知
識
向
上
の

た
め
に
役
立
つ
情
報
も
随
時
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
教
育
、
講
習
事
業

①
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

今
年
度
は
６
月
下
旬
の
４
日
間
、
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
内

容
は
柄
下
地
の
部
、
刀
装
金
具
の
部
の
２
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
講
習
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

従
事
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
し

ま
す
。
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②
第
58
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
・

第
52
回
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会

今
年
度
は
７
月
下
旬
に
各
部
門
３
日
間

（
計
６
日
間
）、当
協
会
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
研
磨
技
術
は
鍛
冶
研
ぎ
の
部
と

研
磨
の
部
の
２
部
門
、
外
装
技
術
は
白
鞘
・

刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
３
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
研
修
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

就
か
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
し

ま
す
。
３
年
を
１
単
位
と
し
て
構
成
し
、
修

了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら
な

る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は
特
別
研
修
コ
ー

ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研
修
会
を
受
講
で

き
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
用
に
聴
講
コ
ー
ス

も
設
け
、
特
別
研
修
・
研
修
・
聴
講
の
３
段

階
の
態
勢
で
多
様
な
需
要
に
応
じ
ま
す
。

③
第
43
回
作
刀
技
術
実
地
研
修
会

今
年
度
は
９
月
下
旬
に
４
日
間
、
島
根
県

の
日
刀
保
日
本
刀
鍛
錬
道
場
に
お
い
て
実
施

し
ま
す
。
本
研
修
会
は
文
化
庁
の
作
刀
承
認

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
研
修
生
は
刀
匠

を
目
指
す
方
に
限
り
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
募
し
ま
す
。
３
年
を
一
単
位
と

し
て
構
成
し
、
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
更
な
る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は

特
別
研
修
コ
ー
ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研

修
を
受
講
で
き
ま
す
。

④
村
下
養
成
講
座

た
た
ら
操
業
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
1
月

よ
り
島
根
県
の
日
刀
保
た
た
ら
に
お
い
て
実

施
し
ま
す
。
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
の
継
承
、

向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
は
選
定
保
存
技

術
保
持
者（
村
下
）及
び
製
鉄
の
専
門
家
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

①
二
〇
二
五
年
度
現
代
刀
職
展

現
代
作
家
の
技
術
の
向
上
及
び
普
及
を
目

的
と
し
て
、
作
品
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
募
し
、
作
刀
の
部
（
太
刀
・
刀
・

脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、
短
刀
・
剣
の
部
）

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
受

け
付
け
、
４
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
高

松
宮
記
念
賞
及
び
正
宗
賞
を
は
じ
め
と
し
た

特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考
し
、

ま
た
研
磨
の
部
（
鎬
造
の
部
・
平
造
の
部
）、

刀
身
彫
の
部
、
彫
金
の
部
、
白
鞘
の
部
、
刀

装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
７
部
門

に
つ
い
て
は
、
６
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
受

け
付
け
、
６
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
文

部
科
学
大
臣
賞
及
び
木
屋
賞
を
は
じ
め
と
し

た
特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考

し
、
全
部
門
の
表
彰
式
に
お
い
て
賞
状
、
賞

金
、
副
賞
等
を
授
与
し
ま
す
。

（
４
）
検
定
・
資
料
収
集
事
業

①
刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
審
査
事
業

　
４
月
、
７
月
、
10
月
と
１
月
を
除
き
、
毎

月
保
存
刀
剣
及
び
特
別
保
存
刀
剣
等
の
審
査

を
実
施
し
、
合
格
し
た
物
件
に
は
鑑
定
書
を

発
行
し
ま
す
。
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刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、刀
装
・

刀
装
具
は
５
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
該
当

月
の
指
定
し
た
３
日
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が
委

嘱
ま
た
は
指
名
し
、
審
査
規
程
及
び
審
査
基

準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

②
刀
剣
類
の
重
要
・
特
別
重
要
審
査
事
業

第
71
回
重
要
刀
剣
等
審
査
申
請
は
10
月
１

日
か
ら
３
日
ま
で
受
け
付
け
、
審
査
会
を
開

催
し
、
指
定
さ
れ
た
物
件
に
は
指
定
書
を
発

行
し
ま
す
。
審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経

て
会
長
が
指
名
ま
た
は
委
嘱
し
、
審
査
規
程

及
び
審
査
基
準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
第
71
回

重
要
刀
剣
等
新
指
定
展
と
し
て
２
０
２
６
年

１
月
10
日
か
ら
３
月
１
日
ま
で
刀
剣
博
物
館

で
公
開
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
特
別
重
要
審
査
の
該
当

年
で
は
な
い
た
め
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

③
資
料
収
集
事
業

刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
・
重
要
・
特

別
重
要
の
各
審
査
を
実
施
し
た
際
、合
格
品
、

指
定
品
に
つ
い
て
調
書
及
び
写
真
を
デ
ー
タ

で
作
成
し
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
管
し
ま

す
。
特
に
重
要
・
特
別
重
要
刀
剣
等
に
つ
い

て
は
、
指
定
品
を
図
譜
と
し
て
纏
め
て
出
版

し
、
頒
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、全
国
の
国
指
定
文
化
財
等
を
保
存
・

管
理
す
る
施
設
（
個
人
・
団
体
）
に
職
員
を

派
遣
し
、
保
存
状
況
の
調
査
確
認
、
押
形
の

採
取
、
文
献
等
の
資
料
の
収
集
を
実
施
し
、

あ
わ
せ
て
当
該
施
設
に
対
し
保
管
方
法
に
関

す
る
助
言
、
修
理
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
収

集
し
た
資
料
は
適
宜
広
報
誌
等
で
発
表
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
資
格
付
与
事
業

①
無
鑑
査
の
選
任

刀
職
の
能
力
の
基
準
を
明
確
に
し
、
刀
職

の
目
指
す
べ
き
１
つ
の
目
標
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
無
鑑
査
選
任
規
程
に
則
り
、
現

代
刀
職
展
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
て
対
象
者

を
無
鑑
査
に
認
定
し
ま
す
。

②
伝
位
授
与

刀
剣
類
の
知
識
、
鑑
定
眼
に
よ
り
段
階
的

に
伝
位
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
刀
家

の
勉
強
の
成
果
と
し
て
、
１
つ
の
目
標
と
な

り
刀
剣
類
の
保
存
、
普
及
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
伝
位
授
与
規
程
に
則
り
授

与
し
ま
す
。
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
報
し
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
伝
位
審

議
会
は
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
の
計
４

回
開
催
し
、
審
議
の
結
果
、
答
申
書
を
提
出

し
、
会
長
ま
た
は
理
事
会
の
承
認
を
経
て
伝

位
を
授
与
し
ま
す
。
伝
位
授
与
者
は
広
報
誌

に
掲
載
し
ま
す
。

③
刀
剣
等
指
導
員
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員

の
登
録

刀
剣
等
の
指
導
員
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
刀
剣
等
指
導
員
規
程
及
び
刀
剣
等
指
導

補
助
員
規
程
に
基
づ
き
、
対
象
者
を
指
導
員

及
び
指
導
補
助
員
に
登
録
し
、
刀
剣
等
指
導

員
証
明
書
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。
指
導
員
、
指
導
補
助
員
は

広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

（
６
）
た
た
ら
製
鉄
事
業

①
選
定
保
存
事
業
の
製
造
技
術
の
継
承
と
向

上
の
た
め
、
ま
た
、
刀
剣
制
作
に
必
要
な
玉

鋼
の
確
保
の
た
め
に
、
た
た
ら
製
鉄
事
業
を

１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
３
代
行
い
ま
す
。

②
製
造
し
た
玉
鋼
を
６
月
下
旬
よ
り
刀
匠
に

分
与
し
、そ
の
使
用
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

③
玉
鋼
の
品
質
研
究
及
び
備
蓄
を
図
り
ま
す
。

（
７
）
刀
剣
文
化
振
興
の
助
成
事
業

全
国
81
カ
所
及
び
海
外
5
カ
所
に
あ
る
協

力
団
体
を
地
方
及
び
海
外
の
窓
口
と
し
て
刀

剣
類
の
保
存
普
及
事
業
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
事
業
と
し
ま
す
。
協

力
団
体
以
外
の
団
体
で
あ
っ
て
も
相
当
と
判

断
し
た
場
合
は
同
様
に
助
成
し
ま
す
。

①
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
講
師
の
派
遣
に
よ
り
、

鑑
賞
の
指
導
及
び
刀
剣
類
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

②
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
鑑
賞
刀
剣
類
の
貸
出

③
協
力
団
体
で
主
催
す
る
刀
剣
類
の
展
示
会

の
助
成
及
び
共
催

④
そ
の
他
協
会
の
公
益
事
業
に
該
当
す
る
事

業
の
助
成

（
８
）
そ
の
他

①
外
部
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
広

く
刀
剣
類
の
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与
し

ま
す
。

②
本
協
会
の
事
業
は
日
本
国
内
の
み
を
対
象

と
せ
ず
、
海
外
に
お
け
る
刀
剣
類
の
文
化
の

保
存
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

③
墨
田
区
旧
安
田
庭
園
内
の
文
化
教
養
施
設

と
し
て
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
も
、
墨

田
区
の
各
種
事
業
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
本

刀
文
化
の
普
及
振
興
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
企
画
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

④
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
公
開
承
認
施

設
と
し
て
、
日
本
の
誇
れ
る
文
化
施
設
と
し

て
、
文
化
の
保
存
、
向
上
に
寄
与
で
き
る
博

物
館
の
運
営
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し

ま
す
。

⑤
そ
の
他
本
協
会
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に

必
要
な
事
業
を
行
い
ま
す
。
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21　　刀剣美術2025.5（820号）

刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、刀
装
・

刀
装
具
は
５
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
該
当

月
の
指
定
し
た
３
日
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が
委

嘱
ま
た
は
指
名
し
、
審
査
規
程
及
び
審
査
基

準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

②
刀
剣
類
の
重
要
・
特
別
重
要
審
査
事
業

第
71
回
重
要
刀
剣
等
審
査
申
請
は
10
月
１

日
か
ら
３
日
ま
で
受
け
付
け
、
審
査
会
を
開

催
し
、
指
定
さ
れ
た
物
件
に
は
指
定
書
を
発

行
し
ま
す
。
審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経

て
会
長
が
指
名
ま
た
は
委
嘱
し
、
審
査
規
程

及
び
審
査
基
準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
第
71
回

重
要
刀
剣
等
新
指
定
展
と
し
て
２
０
２
６
年

１
月
10
日
か
ら
３
月
１
日
ま
で
刀
剣
博
物
館

で
公
開
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
特
別
重
要
審
査
の
該
当

年
で
は
な
い
た
め
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

③
資
料
収
集
事
業

刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
・
重
要
・
特

別
重
要
の
各
審
査
を
実
施
し
た
際
、合
格
品
、

指
定
品
に
つ
い
て
調
書
及
び
写
真
を
デ
ー
タ

で
作
成
し
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
管
し
ま

す
。
特
に
重
要
・
特
別
重
要
刀
剣
等
に
つ
い

て
は
、
指
定
品
を
図
譜
と
し
て
纏
め
て
出
版

し
、
頒
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、全
国
の
国
指
定
文
化
財
等
を
保
存
・

管
理
す
る
施
設
（
個
人
・
団
体
）
に
職
員
を

派
遣
し
、
保
存
状
況
の
調
査
確
認
、
押
形
の

採
取
、
文
献
等
の
資
料
の
収
集
を
実
施
し
、

あ
わ
せ
て
当
該
施
設
に
対
し
保
管
方
法
に
関

す
る
助
言
、
修
理
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
収

集
し
た
資
料
は
適
宜
広
報
誌
等
で
発
表
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
資
格
付
与
事
業

①
無
鑑
査
の
選
任

刀
職
の
能
力
の
基
準
を
明
確
に
し
、
刀
職

の
目
指
す
べ
き
１
つ
の
目
標
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
無
鑑
査
選
任
規
程
に
則
り
、
現

代
刀
職
展
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
て
対
象
者

を
無
鑑
査
に
認
定
し
ま
す
。

②
伝
位
授
与

刀
剣
類
の
知
識
、
鑑
定
眼
に
よ
り
段
階
的

に
伝
位
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
刀
家

の
勉
強
の
成
果
と
し
て
、
１
つ
の
目
標
と
な

り
刀
剣
類
の
保
存
、
普
及
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
伝
位
授
与
規
程
に
則
り
授

与
し
ま
す
。
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
報
し
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
伝
位
審

議
会
は
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
の
計
４

回
開
催
し
、
審
議
の
結
果
、
答
申
書
を
提
出

し
、
会
長
ま
た
は
理
事
会
の
承
認
を
経
て
伝

位
を
授
与
し
ま
す
。
伝
位
授
与
者
は
広
報
誌

に
掲
載
し
ま
す
。

③
刀
剣
等
指
導
員
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員

の
登
録

刀
剣
等
の
指
導
員
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
刀
剣
等
指
導
員
規
程
及
び
刀
剣
等
指
導

補
助
員
規
程
に
基
づ
き
、
対
象
者
を
指
導
員

及
び
指
導
補
助
員
に
登
録
し
、
刀
剣
等
指
導

員
証
明
書
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。
指
導
員
、
指
導
補
助
員
は

広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

（
６
）
た
た
ら
製
鉄
事
業

①
選
定
保
存
事
業
の
製
造
技
術
の
継
承
と
向

上
の
た
め
、
ま
た
、
刀
剣
制
作
に
必
要
な
玉

鋼
の
確
保
の
た
め
に
、
た
た
ら
製
鉄
事
業
を

１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
３
代
行
い
ま
す
。

②
製
造
し
た
玉
鋼
を
６
月
下
旬
よ
り
刀
匠
に

分
与
し
、そ
の
使
用
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

③
玉
鋼
の
品
質
研
究
及
び
備
蓄
を
図
り
ま
す
。

（
７
）
刀
剣
文
化
振
興
の
助
成
事
業

全
国
81
カ
所
及
び
海
外
5
カ
所
に
あ
る
協

力
団
体
を
地
方
及
び
海
外
の
窓
口
と
し
て
刀

剣
類
の
保
存
普
及
事
業
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
事
業
と
し
ま
す
。
協

力
団
体
以
外
の
団
体
で
あ
っ
て
も
相
当
と
判

断
し
た
場
合
は
同
様
に
助
成
し
ま
す
。

①
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
講
師
の
派
遣
に
よ
り
、

鑑
賞
の
指
導
及
び
刀
剣
類
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

②
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
鑑
賞
刀
剣
類
の
貸
出

③
協
力
団
体
で
主
催
す
る
刀
剣
類
の
展
示
会

の
助
成
及
び
共
催

④
そ
の
他
協
会
の
公
益
事
業
に
該
当
す
る
事

業
の
助
成

（
８
）
そ
の
他

①
外
部
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
広

く
刀
剣
類
の
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与
し

ま
す
。

②
本
協
会
の
事
業
は
日
本
国
内
の
み
を
対
象

と
せ
ず
、
海
外
に
お
け
る
刀
剣
類
の
文
化
の

保
存
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

③
墨
田
区
旧
安
田
庭
園
内
の
文
化
教
養
施
設

と
し
て
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
も
、
墨

田
区
の
各
種
事
業
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
本

刀
文
化
の
普
及
振
興
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
企
画
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

④
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
公
開
承
認
施

設
と
し
て
、
日
本
の
誇
れ
る
文
化
施
設
と
し

て
、
文
化
の
保
存
、
向
上
に
寄
与
で
き
る
博

物
館
の
運
営
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し

ま
す
。

⑤
そ
の
他
本
協
会
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に

必
要
な
事
業
を
行
い
ま
す
。
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刀剣美術2025.5（820号）　　22

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　　基本財産運用益 1,445,000 0 1,445,000
　　　　　 基本財産利息収益 1,445,000 0 1,445,000
　　　　特定資産運用益 55,000 0 55,000
　　　　　 特定資産受取利息 55,000 0 55,000
　　　　受取会費及び入会金 22,000,000 22,000,000 44,000,000
　　　　　 会費及び入会金 22,000,000 22,000,000 44,000,000
　　　　事業収益 522,876,000 0 522,876,000
　　　　　刀剣博物館入館料収益 46,900,000 0 46,900,000
　　　　　保存刀剣鑑定会収益 289,000,000 0 289,000,000
　　　　　重要刀剣等指定会収益 36,000,000 0 36,000,000
　　　　　鑑賞会収益 3,126,000 0 3,126,000
　　　　　書籍売上収益 15,500,000 0 15,500,000
　　　　　出版売上収益 5,000,000 0 5,000,000
　　　　　広告料収益 14,850,000 0 14,850,000
　　　　　伝位登録料収益 400,000 0 400,000
　　　　　雑収益 2,300,000 0 2,300,000
　　　　　たたら事業収益 109,800,000 0 109,800,000
　　　　受取補助金等 4,650,000 0 4,650,000
　　　　　受取国庫補助金 4,650,000 0 4,650,000
　　　　受取寄付金 4,578,740 292,260 4,871,000
　　　　　指定正味財産からの振替額等 4,578,740 292,260 4,871,000
　　　　　　 経常収益　計 555,604,740 22,292,260 577,897,000

　　⑵経常費用
　　　　　役員報酬 3,472,000 3,768,000 7,240,000
　　　　　給料手当 115,444,000 2,356,000 117,800,000
　　　　　福利厚生費 22,517,000 1,185,000 23,702,000
　　　　　賃金 28,000,000 0 28,000,000
　　　　　旅費交通費 5,417,000 2,759,000 8,176,000
　　　　　通信運搬費 12,141,000 639,000 12,780,000
　　　　　消耗品費 7,524,000 654,000 8,178,000
　　　　　印刷製本費 26,000,000 0 26,000,000
　　　　　光熱水料費 10,171,000 884,000 11,055,000
　　　　　修繕費 14,416,500 1,253,500 15,670,000
　　　　　賃借料 27,342,000 2,058,000 29,400,000
　　　　　広告宣伝費 11,226,000 0 11,226,000

（単位：円）

正味財産増減予算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで
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23　　刀剣美術2025.5（820号）

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

　　　　　 租税公課 30,000,000 0 30,000,000
　　　　　 助成費 5,600,000 0 5,600,000
　　　　　 支払保険料 6,132,000 1,168,000 7,300,000
　　　　　 書籍仕入費 11,290,000 0 11,290,000
　　　　　 顧問料 0 6,120,000 6,120,000
　　　　　 玉鋼材料費 9,984,000 0 9,984,000
　　　　　 支払負担金 138,000 62,000 200,000
　　　　　 渉外費 1,123,700 230,000 1,353,700
　　　　　 委託費 93,000,000 0 93,000,000
　　　　　 雑費 4,828,000 98,000 4,926,000
　　　　　 減価償却費 100,857,000 6,438,000 107,295,000
　　　　　 退職給付費用 10,982,000 578,000 11,560,000
　　　　　 会議費 0 30,000 30,000
　　　　　　　経常費用　計 557,605,200 30,280,500 587,885,700
　　　　　　　当期経常増減額 △�2,000,460 △�7,988,240 △�9,988,700

　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　　　　　経常外収益　計 0 0 0
　　⑵経常外費用
　　　　　　　経常外費用　計 0 0 0
　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 △�2,000,460 △�7,988,240 △�9,988,700
　　　　　　　一般正味財産期首残高 2,813,130,493 963,897,559 3,777,028,052
　　　　　　　一般正味財産期末残高 2,811,130,033 955,909,319 3,767,039,352
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　 一般正味財産への繰入額 4,578,740 292,260 4,871,000
　　　　　　　当期指定正味財産増減額 △�4,578,740 △�292,260 △�4,871,000
　　　　　　　指定正味財産期首残高 241,266,483 4,923,806 246,190,289
　　　　　　　指定正味財産期末残高 236,687,743 4,631,546 241,319,289
Ⅲ　正味財産期末残高 3,047,817,776 960,540,865 4,008,358,641

　　　 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類

　　　　　　　　令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

（１）資金調達の見込みについて

　　　当期中に借入れによる資金調達の予定はありません。

（２）設備投資の見込みについて

　　　当期中における重要な設備投資の予定はありません。
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23　　刀剣美術2025.5（820号）

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

　　　　　 租税公課 30,000,000 0 30,000,000
　　　　　 助成費 5,600,000 0 5,600,000
　　　　　 支払保険料 6,132,000 1,168,000 7,300,000
　　　　　 書籍仕入費 11,290,000 0 11,290,000
　　　　　 顧問料 0 6,120,000 6,120,000
　　　　　 玉鋼材料費 9,984,000 0 9,984,000
　　　　　 支払負担金 138,000 62,000 200,000
　　　　　 渉外費 1,123,700 230,000 1,353,700
　　　　　 委託費 93,000,000 0 93,000,000
　　　　　 雑費 4,828,000 98,000 4,926,000
　　　　　 減価償却費 100,857,000 6,438,000 107,295,000
　　　　　 退職給付費用 10,982,000 578,000 11,560,000
　　　　　 会議費 0 30,000 30,000
　　　　　　　経常費用　計 557,605,200 30,280,500 587,885,700
　　　　　　　当期経常増減額 △�2,000,460 △�7,988,240 △�9,988,700

　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　　　　　経常外収益　計 0 0 0
　　⑵経常外費用
　　　　　　　経常外費用　計 0 0 0
　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 △�2,000,460 △�7,988,240 △�9,988,700
　　　　　　　一般正味財産期首残高 2,813,130,493 963,897,559 3,777,028,052
　　　　　　　一般正味財産期末残高 2,811,130,033 955,909,319 3,767,039,352
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　 一般正味財産への繰入額 4,578,740 292,260 4,871,000
　　　　　　　当期指定正味財産増減額 △�4,578,740 △�292,260 △�4,871,000
　　　　　　　指定正味財産期首残高 241,266,483 4,923,806 246,190,289
　　　　　　　指定正味財産期末残高 236,687,743 4,631,546 241,319,289
Ⅲ　正味財産期末残高 3,047,817,776 960,540,865 4,008,358,641

　　　 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類

　　　　　　　　令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

（１）資金調達の見込みについて

　　　当期中に借入れによる資金調達の予定はありません。

（２）設備投資の見込みについて

　　　当期中における重要な設備投資の予定はありません。
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